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サービスの概要

電磁場を考慮した流動解析により、直流電気炉内の溶鋼流動分布を可視化します。

直流電気炉を対象とした、電磁場―流動連成解析

Cat.No 3D4J-004-00-250701

鉄鋼業界では高炉⇒電炉への転換が進められており、電炉の最適操業技術の確立が求められています。操業条件は炉
内の溶鋼流動に影響を及ぼすことから、その挙動を把握することは非常に重要です。そのため、電気炉シミュレーションの
ニーズが高まっています。

当社は、直流電気炉を対象に、カスタマイズ実装の電磁場を考慮した流動解析モデルを独自開発し、直流放電による電磁
力の算出から、それを考慮した溶鋼流動評価までの一連のシミュレーションを可能としました。本解析モデルの適用により、
炉内の溶鋼撹拌の適正化など、操業改善/支援に貢献いたします。

図2 溶鋼流動分布

図1 直流電気炉の外観図

解析事例

● ターンコイルを設置した直流電気炉内の溶鋼流動解析

本事例では、図1に示す直流電気炉全体を対
象に、電磁力を考慮した溶鋼流動解析を実施し
ています。

ターンコイルと呼ばれる導体から直流電流を
印加しています。このターンコイルによる磁場
分布および電磁力分布への影響も可視化でき
ます。

本解析結果の一例として、炉内の溶鋼流動分
布を図2に示します。

このように、炉内の溶鋼流動分布を可視化する
ことで、攪拌傾向を把握でき、操業改善箇所の
特定などにつながります。

<解析に必要な条件>

・ 物性値(密度、電気伝導度)

・ 操業条件(印加電流もしくは印加電圧)

<出力可能項目>

・ 電流密度および磁束密度分布

・ ローレンツ力密度分布

・ 炉内流動分布

・ 撹拌エネルギー密度

その他のご希望の項目につきましては
お気軽にご相談ください。




